
（自然増の確保・社会減の抑制）

3

事業名

取り組み

内
容

改
善
点

誘致可能な民間の土地・建物の情報収集

内
容

市の所有する誘致可能な土地・物件がないため、民間から誘致可能な土地・物件情報を収集
し、市への問い合わせがあった場合、情報提供を行っている。また、特区制度に基づく税制優
遇制度等の説明、不動産業者や関連機関への案内等を行っている。

改
善
点

物件情報のストックが必要。企業誘致に関連する市役所内関連機関との連携の強化が必要。

指標 県外、海外企業からの浦添市内への進出に係る問い合わせ件数

現況値

目標値

浦添市まち・ひと・しごと創生総合戦略 進捗管理シート

担当課

戦略２　産業振興を通して域外からの収入の増加を目指す

戦略(２)-１　企業誘致などを通して就業の場の確保を目指す

3161内線市民部経済観光局　産業振興課

戦略

2017年１月現在 29件

45件

0件

（社会増の確保） （社会減の抑制）

2014年度

2015年度から2019年度の
累計

人口ビジョンにおける目指すべき将来の方向

安心して結婚・出産、子育
てできるまちに

1
人々が集まり、住みたくな
るまちに

2
長く住み続けられる住みよ
いまちに

3

目標値達成に向けての取り組み

1

事業名 緊急経済対策事業（雇用促進）

取り組み 創業支援サイト　スタートアップ浦添での情報提供

内
容

創業支援情報として空き店舗情報をサイトに掲載。創業者に限らず、市内で事務所、店舗を活
用したい企業の誘致も同時に行っている。

改
善
点

比較的小規模な物件が多いため、市内進出を検討している企業のニーズに合わないことがあ
る。中規模、大規模な物件の情報収集も必要。

2

事業名 その他（取組自体は予算化していない）

取り組み



Ａ： Ｄ：

Ｂ： Ｅ：

Ｃ： Ｆ：一部進行している。 その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

進捗状況説明

企業誘致に係る情報の公式ＨＰでの発信、西海岸開発やモノレール延長に伴い、市内に進出したいと
いう企業からの問い合わせは増えてきている。

目
標
値
達
成
に
向
け
て
今
後
の
展
開

解決すべき課題・改善すべき点

・大規模な企業を誘致できるほどの土地・建物がほとんど存在しない。
・限られた条件下での誘致事業になるため、事業効果をあげるためには、市内企業の現状を
　把握し、市内企業と誘致企業での相乗効果が図れるよう業種を絞り込む必要がある。
・市内に立地希望の企業があった場合に、用途地域による建築物の用途制限、接道、上下水道
　の問題等、立地するにあたっての説明が多岐に渡るため、庁内での連携が必要。

今後の取り組み

・関係機関と連携し、市内で大規模な企業を誘致できる程度の土地・建物の情報収集を行う。
・庁内での連携を図るため、企業誘致プロジェクトチームの設置を検討する。
・市内企業の現状を把握するため、情報収集を行う。
・現在、特区制度の優遇措置が適用される可能性があるにもかかわらず、未申請となっている
　市内企業を掘り起こし、申請を促す。

目標値に向けての進捗状況（平成27年度の実績に対する担当課の自己評価）

順調に進行している。 進行しているとはいえない。

概ね進行している。 後退している。

目標値達成に向け、他課（庁内）や他団体（庁外）との連携を意識したか。（平成27年度）

資産税課、都市計画課、区画整理課、企画課等企業誘致に係る制度や手続き等に関する関係課と連携
しながら、企業誘致を行っている。

目標値達成に向け、情報収集・分析を意識したか。（平成27年度）。

県企業立地推進課、県情報産業振興課等から情報収集を行ったり、国際物流拠点産業集積に係るワー
キンググループに参加し、他の自治体の企業誘致に係る取り組み等の情報収集を行っている。

目標値達成に向け、市民意見の反映を意識したか。（平成27年度）。

所見（コメント）

・指標の「県外、海外企業からの浦添市内への進出に係る問い合わせ件数」について、2014年度の０
件から2017年１月現在は29件と増加しています。順調に推移しています。
・課題が明確に示されています。目標値達成に向け課題解決に努め、計画的に取り組んでください。


